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保証書別添付 


■ ステータスインジケーターについて 


戀 YAMAHA 

NX-A02 取扱説明書 


このたびはヤマノ V 製品をお買い上げいたださあ0びとラございまず。 


はじめに 


♦ 本格的なステレオサウンド 

高品質のアンプ、振動板、そしてヤマ八独 
自の SR - Bass 方式により高音質を実現し 
ました。 

♦ PowerStorageTM 回路（最大2日 W) 

ヤマ八独自の技術によって最大瞬間出力 
20 W を実現しました。 


■ 付属品を確認する 

AC アダプター (DC 12 V 、1 A ) 

.MU12-2120100-A1 X 1 

3.5 mm ステレオ S ニプラグケーブル （0 .已 m ) 
. 1 

爪 Rem 

[Swing Radiator BassTMj はヤマハ株式を社の登録 
商標でず。 

PowerStorageTM 

「 P 日 werStora 邑 eTM 」 は巾マノ V 株式を社の登録商標 
です。 


ステータスインジケーターの 状態 

本 機の状態 

点打 

本機の電源び入っています。 

点滅 

本磯は S ユート状態です。 

1 度だけ点滅ずる 

本機の音量び最大、または最ルです。 

消な 

本機の電源び切れている、または電源び接続されていません。 


トラブルシニ 


下記政外の症状び起さた場含は、本機の電源を切り、 AC アダプターを外してお買い上げ店、ま 
たはおおくのヤマ八電気音響サービス拠点にお問い合わせください。 


を状 

原因 

対処 

音が出ない。 

本機と相手機器び正しく接続され 
ていなし、。 

正しく接続して < ださし、。 

音量び最ルになっている。 

音量を上げてください。 

本機びミュートされている。 

S ユートを解除してください。 

音量び不ま定である。 

音青の過入力び原因で、保護回路 
び動作している。 

音量を下げて < ださい。 


仕様 


各部の名称とはた5き 


の③ 



① ステータスインジケーター 

本機の状態を LED によって示します。詳しくはちコラム 
の「ステータスインジケーターについて」をご覧ください。 

@ が （ミュート）ボタン 

一時的に音を消したいとさに巧します。ミュートを解除 
するときは、がを再び巧すか、崎/崎))を巧します。ミュー 
卜時はステータスインジケーターび点滅します。 

③む（電源）ボタン 

本機の電源を入れます。再度押すと、電源び切れます。 

本機の電源び入ると、ステータスインジケーターび点丹 
します。 

@ 崎/崎) )（ ボリューム）ボタン 

音量を調節します。哦)を押すと音量び上がり、崎を押すと 
音量び下び D ます。 


スピーカー形式 ........ 1目 ox ステレオタイプ、 

Twin SR - Bass 方式、防磁型 

スピーカー ユニット 

. 4.5 cm 振動板フルレンジ X 2 

アナ□グ入力端子 

.3.5 mm ステレオミニ端子 

入力感度/インピーダンス 
. 200 mV /20 kn 

最大信号入力 

アナ□グ入力 . 2.0 V 

ダイナミックパワー 

. 6 W X 2 (1 kHz . 6 n ) 

瞬間パワー* 

..…10 W X 2 (1 kHz ' 日 a 10% THD ) 


再生周波数帯域 . 90 Hz 〜20 kHz 

電源入力 

AC アダプター..… AC 100 V 、已0/日0 Hz 

消費電力 . 8 W 

使用温度範囲 . +已て:〜3已む 

寸法川畐 X 高さ X 奥行を） 
. 84 X 170 X 84 mm 

重量 . 巨00邑 

*1 00 SU 秒の間連続して出力でさるパワーを 
表します。 

仕様および外観は改良のため予告な<変更す 
ることびあります。 




1 付属の AC アダプターを 本機背面の DC 
IN12V 端子に接続しまず。 

2 AC アダプターを AC コンセントに接続 
しまず。 


音芦入力 



付属の 3. 日 mm ステレオ 
S ニプラグケーブル 


接続したいオーディオプレーヤーと本機 
の PORTABLE IN 端子を、付属の 
3.已 mm ステレオ5ニプラグケーブルを 
使って接続しまず。 


た’注意1 

接続する前に、本機の電源び切れていることを 
確認してください。 


再生ずる 


1 むボタンを巧して本機の電源を入れま 
ず。 

ステータスインジケーターび点なします。 

2 オーディオプレーヤーの再生を開始し 
まず。 

3 崎/响 ボタンを押して音量を調節しま 
ず。 


ぶこ 

•本機はステレオ スピーカーで 


す。左ちのチヤンネルをちょ 
ラどよいバランスで楽しむに 
は、ヤマ八□コ'が聴く位置に 
向くよラに置いてくださし、。 

•本機を使わないときは、電力の消費を押さえるた 
めに&ボタンを巧して電源を切ってください。 



■ 再生びI終わった日 
1 オーディオプレーヤーの再生を終了し 
まず。 

2 (!) ボタンを巧して電源を切りまず。 

ステータスインジケーターび消なします。 


ヤマ八ホットラインヴービスネットワーク 

トマ A ホットラインヴーピスネットワークは、本機をホをく、安むしてご愛用いただくためのものでず。 
サービスのご依頼、お問い合わせは、お買い上げ店、またはお近くのヴービス拠点にご連絡ください。 


ヤマ AAV 製品の煤能や取り巧いに閱ずるお巧い含わせ 

■ 中マ A 才ーデイオ&ビジュアルホームぺージ 

お客様から寄せられるよくあるご質問をまとめてお D ますので、ご参考 
にして < ださい。 

http://www.yamaha.co.jp/audio/ 

■ AV お客様ご相談センター 

(を国#曲 这 S . 0570 -01-1808 


全国どこからでを巿巧通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (053)460-3409 

FAX (053)460-3459 
干 430-8650 静岡県おが市中区中 ミ 尺町 10-1 

受付日：月〜±曜日惭日およびセンターの休業日を除く） 
受付時間：10:00〜12:00、13:00〜18:00 


ヤマ AAV 製品の修理、サービスバーツに関するお巧い合わせ 
■ ヤマ A 電気音響製品修理受付センター 
(を困 R 迅1 驾. 0570-01-2808 

な了イ防レ I 

全国どこか5でを市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話， PHS 、 IP 電話か5は下記番号におかけください。 

TEL (053)460-4830 

FAX (0 已 3)463-1 127 

受付曰：巧〜±曜日（祝日およびセンターのか業曰を除く） 

受付時間：ち〜金曜日9:0日〜1白:00 ±曜曰9:00〜17:30 

核理お持ち込み巧口 

受付日：月〜金曜日（巧日および辟社の休業日を除く） 

受付時間： 9:00-17:45 

北海道〒〇 64-8 日43札幌巿中巧区南10条西1了目 1- 日日 
ヤマ A センター巧 

FAX (011)512-6109 

首都圏〒1 43-0006 東京都大田区平和1島 2 T 目1 - 1 
京浜トラックターーナル巧14号棟 A - 己 F 
FAX (03)5762-2 12巳 

浜が 干43日-001日お松市東区和田の200 
ヤマ八(株)和田王場内 
FAX (053)462-9244 

名古屋 〒4日 4-00 巳8名古屋市中 JII 区玉川町2了目 1-2 
ャマ A (株)名古屋倉庫 3 F 
FAX の己 2)652-0043 

大阪 〒己 64-00 日2吹田市広泛お1 0-28 
才ーク江坂ビルディング 2 F 
FAX (06)6330 -已己3已 

九州 〒81 2-8508 福岡市博を区博を駅前2下目11 -4 
FAX の 92)472-2 137 


* 名術住所,電話番号、 URL などはを更になる場合びあります。 


マ八株式会社 

干 430-8 日50お松巿中区中ミ尺町 10-1 


参保証期間 

お買い上げ曰か日1年間です。 

• 保証期間中の修理 

保跑書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳し<はイ呆証 
書をご覧ください。 

• 保証期間び過ぎているとさ 

修理によって製品の機能び維持でをる場合にはご要望によ D 有料にて 
修理いたします。 

• 修理料金の化組み 

技術料 巧障した製品を正常に修復するための料をです。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費' 

一般营理養等び含まれています。 

部品げ 修理に使用した部品代金です。その化修理に付帯する 

部が專を含む場合をあ0ます。 

出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場含の費用です。 

別途、駐車料金をいただく場合びあ0ます。 

• 補修用性能部品の最低なち巧間 

補修用性能部品の最低保有期間は,製造巧ち切 D 後 S 年です。補修用 
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

• 製品のが態は詳しく 

サービスをご依頼されるとさは製品の状態をでさるだけ詳しくお知らせ 
ください。また製品の品番、製造ま号などをあわせてお知らせください。 
《品ま、製造番号は製品の背面をしくは底面に表示してあります。 

• スピーカーの修理 

スピーカーの修理可能乾囲はスピーカーユニットなど振動系と電気部 
品です。尚、■(慶理はスビーカーユニット交換となりますので、エージン 
グの差による音をの違いが出る場合があ0ます。 

• 摩拜部品の交換について 

本機には使用年月ととちに性能び《化する摩拜部品(下記参照)が使 
用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用時間 
等によって大さく異な D ます。 

本機を末永く安定してご愛巧いただくためには、定期的に摩耗部品を 
交換されることをおすすめします。 

摩耗部品の交換は怒ずお買い上げ店、またはヤマノ V 電気音馨製品修 
巧受付センターへご相談ください。 



摩耗部品の一例 

ボ IJ ュームコント□-ル、スイッチ’リレー親接続端子、ランスベルト， 

ビンチ□ーラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


X このページは1受全にご使巧いただくために AV 製品全椒について記載して 
おります。 

ホ年ご巧用の質品の点巧を！ 


こんな症!犬はありませんか？ 

C ) •電源コード'フラグび異常に熱い。 

X jfT ♦ コゲくさい臭いがする。 

参電源コー问こ深いキスか変形びある。 
愛情点巧 • 製品に軸れるとピ U ピリと電気を感じる。 

参電源を入れてを正常に作動しない。 
♦その他の異常’巧障びある。 



ずぐに使用を中止してください。 


事故防止のため電源フラグをコンセントから巧き、 

おず販売店に点検をご依頼ください。 

なお、点検-修理に要する費用は販売店にご相談ください。 









































































































































電源プラクは、見える位置で、手が届く節囲のコン 
セントに接続ずる。 

万一の場合、電源フラグを容易に引をおくためです。 

下記の場合には、ずぐに電源を切り、電源プラグをコ 
ンセントか5巧く。 

• 異常なにおいや音びする。 • 煙び出る。 

♦ 内部に水や異物が湯入した。 

そのまま使用すると、义がや感電の原因にな0ます。 

電源コードを傷つけない。 

♦ 重いをのを上に載せない。 

♦ステープルで止めない。参加工をしない。 

♦ 熱器具には近づけない。参無理な力を加えない。 

な線びむさ出しのまま使用すると、义災や感電の原因にな D ます。 

表示された電源電圧(100 V)で按巧する。 

それけ外の電源電圧で使用すると、乂災や感電の原因に 
な0ます。 


電源スイッチをオフにしても、本機はまだ完全には主 
電源か5遮断されていません。 

本機を完全に主電源か5切 D 部ずためには、 AC アダ 
プターをコンセントか5巧いてください。 


再生をさ台める制こ、音量（ポリューム）を最小にずる。 

突然大きな音び出て、聴覚障害の原因になります。 


音び歪んだが態で長時間使用しない。 

スピーカーび発熱し、火災の原因にな D ます。 


環境温度び急激に変化したとき、本機に結露び発生す 
ることびちります。 

正常に動作しないときは、電源を入れない状態でしばら 
<放置して < ださい。 

巧部機器を接続する場合は、各機器の取扱説明書をよ 
く読み、本体の電源を切り、説明に従って接続してく 
ださい。 


側面か5音び出るため、側面をふさがないでください。 


側面の近くにブラウン营を置かないでください。 

ちむらび起さることびあ0ます。 


設置 


本機を下記の場所には設置しない。 

参お室-台所-海岸-水辺 
参雨や雪、水びかかるところ 
参加湿器を過度にさかせた部屋 

水の瀑入により、火災や感電の原因になります。 

0 巧熱のため、本機を設置ずる際には： 

• 布やテーブルク□スをかけない。 

• 通気性の悪い狭いところへは巧し込まない。 

«化 本機の巧部に熱びこをり、火災の原因にな D ます。 



水めれ«止 


手入れ 


〇 手入れをずるときには、必ず電源プラグを巧く。 

感電の原因にな0ます。 

必ず実巧 

物厳禁 

ベンジン-シンナー-合成洗剤等で巧皆をふかない。 
また接点復活剤を使巧しない。 

か装び傷んだ D、 部品び溶解ずることがあ0ます。 


移動ずるとをは、本機（または接続機器）の電源ス 
イッチを切り、すべての接続コードをかず。 

接続機器び落下や転倒して、けびの原因になります。 
フラグを巧く コードび傷つを、义災や感電の原因にな0ます。 


使用上のを意 


電源/電源コード 


長期間使巧しないとさは、おず電源プラクをコンセン 

巧戶卜か5巧く。 

义巧や感電の原因になります。 

フラグモ担< 

めれた手で電源プラグを巧き差ししない。 

感電の原因になります。 

めれ手巧比 

0 電源プラグを巧<と走は、電源コードをひっぱ S 
ない。 

コードび傷つ去、乂災や感電の原因にな D ます。 

S 止 

〇 電源プラグは、コンセントの根元まで、確実に差し 
込む。 

差し込みび不十分のまま使用すると感電した D、 プラグ 
ぉず s 行 にほこりび堆積して発熱や乂义の原因にな D ます。 

0 電源プラグを差し込んだとを、ゆるみびあるコンセン 
卜は使巧しない。 

感電や発熱および乂災の原因にな D ます。 

窝止 

O AC アダプターを博用ずるとをは、付属のアダプター 
を使用ずる。 

それ政がのをのを使用すると乂災の原因となることびあ 

必ず実行 

0 AC アダプターは、巧やな団でおおったり、つつんだ 
0しない。 

熱びこを D、 ケースび変型し、义災の原因となることび 
か h あります。 


設置 


0 不ま定な場所や振動する場所には設置しない。 

本機が落下や転彻して、けびの原因にな0ます。 

S 止 

0 直射曰巧の当たる場所や温度び異常に高くなる場所 
(暖房磯のそばや車巧など）には設置しない。 

外装の変形や、内部回路への悪影響び生じて、火がの原 
祭止 因にな D ます。 


0 


ちおむけや横倒しには設置しなし、。 

故障やけびの原因となります。 


分解禁止 




分解-改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。 

乂災や感電の原因にな0ます。 

修理および調整は販売店にご依頼ください。 


使。上のを意 


挂 M 育止 

〇 

0ず!!巧 

0 


雷び鳴0はじめた S、 電源プラグには独れない。 

感電の原因にな 0ます。 


本機を落としたり、本機び破損したりした場合には、 
おず販売店に点検や修理を巧頼ずる。 

そのまま使巧すると、乂災や感電の原因にな0ます。 


本機の上には、巧瓶.植木鉢•コップ-化粧品•塞 
品-□ウソクなどを置かない。 

參水や異物び入ると、火がや感電の原因とな0まず。 
參接軸面び経年を化を起こし、本煤のか装を損傷ずる原因 
とな0まず。 


手入れ 


〇 


電源プラグのゴ5やほこりは、定期的に取り除<。 

ほこ D びたまったまま使用を続けると、プラグや金属部 
びショートして火災や感電の原因にな D ます。 


テレビの近<でご使用にな0、万一色ムラや雑音などび生じるとさは、本機をテレビから離してご使用<ださい。 


お手入れのしかた 

キャビネットを美しく保つため、柔らかい巧で乾なきするよラにしてください。汚れびひどいときは、水を巧に含 
ませ、よ< しぼって巧を取ってください。 


音楽を楽しむエチケット 

楽しい音楽ち時と場所によっては大変気になるちのです。隣近所への配慮を十分にしましょラ。静かな夜間にはルさな音 
でをよく通り、特に低音は床や壁などを伝わりやすく、思わめところに迷惑をかけてしまいます。適当な音量をむびけ、 
窓を閉めたり、ヘッドホンをご使巧になるのち一つの方法です。音楽はみんなで楽しむをの、お互いにむを配り快適な生 
活環境を守りましょう。 





A ま思 この表示の欄は、 r 傷害を負ラ可能性または物的損害び発をずる可能性び想定される」内容でず。 


電源/電源コード 


移動 


安を上のごを意 

ご使用の前に、必ずこの「ま全上のご注意」をよくお読みください。 


ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いたださ、お客様や他の方々への危害や財産への損害を未然に 
防止するためのわのです。必ずお守りください。お読みになったあとは、保記書と共に使用される方びいつでを見ら 
れる所に必ず保管してください。 

■ 記号表示について 

この裝品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよラな意味びあります。 


A 备 

「ご注意ください」といラ注意喚起を示します。 

0($) €)(§)€) 

「〜しないで < ださい」といラ r 禁止」を示します。 

〇を 

「必ず実行してください」といラ強制をおしまず。 


A 警告 この表示の欄は、 r 死じずる可能性または重症を負ラ可能性び想定される」内容です。 


〇塞 I を oioi 


0 - A-- A-- A-^ 


©2007 YAMAHA CORPORATION All rights reserved. 


わ 7 八株式会な 







































































